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発　　行

ツイッターも
見てね♪URL

本年度も善意のご寄付をたくさん頂いています。
新型コロナウイルス感染症の影響が長引く中、本年度も様々な方々から善意のご寄付

を頂いています。頂いた寄付金・物資等は子ども食堂やフードパントリーなどの食糧支
援、生活困窮者支援等に大切に活用させていただいています。

桑名ライオンズクラブ様より桑名三重信用金庫様より

7/21から8/31まで

夏季学童保育を

実施しました
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誰もが誰もが“つながるつながる”～新しい福祉のかたち～
多世代共生型施設のオープンにむけて　～Vol.6 ～

気持ちがつながる、笑顔がつながる、地域社会につながる

「誰もが“つながる”多世代共生型施設」をコンセプトに

新しい福祉のかたちを追求し、地域共生社会を実現します。

「生活介護事業所」とは

介護を必要とする障がいのある方に対して、創作的活動・生産
活動の機会の提供のほか、身体機能や生活能力の向上のために必
要な援助を行います。自立の促進、生活の改善、身体機能の維持
向上を目的に様々なサービスを提供し、障害のある方の社会参加
と福祉の増進を支援します。

多世代共生型施設は、子どもから高齢者、また障がいの有無に関わらず、丸ごと誰も
がつながり、支え合うことで生きがいを持って安心して暮らすことができる地域社会を
つくりだすものです。

今号では、その中の一つの機能である「生活介護事業所」ついてご紹介します。

めざす姿

● �重度身体障害者の受け入れができる事業所として、理学療法士をはじめとした専門職を配置した
体制をとることで、利用を通じて機能向上をはかり、状態や特性等に合わせた活動領域を増やし
ていけるよう支援します。

● �児童発達支援センター等と連動し、継続したリハビリの機会を提供するほか、入浴、排泄介護、
レクリエーション、創作的活動等様々な場面で同一体位にならない工夫を行いながら、いつまで
も在宅で暮らし続けることができるよう支援します。

● �隣接する公園への散歩や、ボランティア等の協力による行事実
施に取り組むなかで、他者と日常的に交流できるよう努めます。
多様な方との出会いの中で、理解者が増え、地域の中で安心し
て生活が出来るよう支援します。

Web はこちらから
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桑名市福祉サービスフェアが開催されました。
8 月 20 日（金）～ 22 日（日）の３日間、イオンモール桑名で第１回

桑名市福祉サービスフェアが開催されました。障サ連が主催する初めて
のイベントで、加盟している 36 団体の活動・取組みが分かるパネル展
示や商品販売が行われました。

※�障サ連とは、桑名市障害福祉サービス事業所連絡協議会の略で、行政機関や市内外の事業所から構成されています。
福祉にかかわる情報を会員が共有し、桑名市の福祉向上に貢献することを目的として活動しています。

身体の不自由な方々の自立を助ける
道具作りをするボランティアグループです

一緒に創作活動をしませんか！！
連絡先　桑名市ボランティアセンター

　 TEL：0594-22-8218

自助具工房くわな

本会本会のの理事・監事理事・監事ををご紹介しますご紹介します
所  属 ・ 団  体 氏　名 役　職

学識経験者 山中 　啓圓 会　長

桑名市自治会連合会 梶　 　充夫 　

桑名市民生委員児童委員協議会連合会 伊藤 　淸文 　

桑名市障害者団体連絡協議会 細井 五十鈴 　

桑名市老人クラブ連合会 吉良 　勇藏 　

桑名ボランティア連絡協議会 川瀬 みち代 副会長

桑名市地区社会福祉協議会連絡協議会 近藤 　清二 副会長

（有）ヒューマンケアステーションみえ 髙橋 恵美子 　

学識経験者 長谷中 崇志 　

桑名市肢体不自由児保護者会 栗田 みどり 　

桑名市総務部 松岡 　孝幸 　

桑名市社会福祉協議会 山下 　祐生 　

所  属 ・ 団  体 氏　名
桑名商工会議所 森下　 充英

税理士 伊藤　 直樹

住民の困り事などをき
め細かく把握して地域福
祉活動を行っていきます。

　新副会長
近藤　清二 氏

地域福祉の推進を自治
会連合会としてしっかり
サポートしていきます。

　新理事
梶　　充夫 氏

理　事 監　事

新役職・新役員のご紹介

任　期：令和３年６月 17 日～令和４年度にかかる定期評議員会の終結まで

「ふれあいサロンみちくさ」
障がい者の社会参加、就労体験や地域社会と
のかかわりの再構築を目的として行うサロン
です。７月 30 日にも開催され、多くの方に
訪れていただきました。

日　　時　毎月月末の金曜日 10 時 ～ 14 時
場　　所　桑名市総合福祉会館 １階 ロビー
次回予定　10 月 29 日（金）
※�新型コロナウイルスの感染拡大状況により、中止させてい

ただくこともあります。

トピックストピックス



この広報紙には「赤い羽根共同募金」を活用しています。

令和２年度 　法人事業報告・決算
６月３日、17 日開催の理事会、評議員会で承認されました。
詳しくは本会ホームページをご覧ください。
Web はこちらから

“じぶんの町を良くするしくみ ”

ひとり、ひとりのやさしさが、私たちのすむ町を、もっと、
やさしくしてくれます。

赤い羽根の募金活動は、町の人のやさしい気持ちを集め
る活動です。

あなたのやさしさが、あなたの声かけが、あなたの行動が、
きっと、町を変えていくはじめの一歩となるはずです。

もっと、もっと、良い桑名市になりますように。
皆様の温かいご協力と積極的なご参画を、よろしくお願

いします。

共同募金の仕組み

お寄せいただいた募金の約 70％は、桑名市で使われます。
残りの 30％は、市町を超えた広域的な課題を解決するための活動に三重県全体で使われます。

共同募金の使いみち

共同募金は、その町の実情に応じた「じぶんの町を良くする活動」に使われます。
桑名市の使いみちは、
◎ 市内に 19 ヶ所ある「地区社会福祉協議会」への運営助成
◎ 市内で活動している「ボランティアグループ」への活動助成
◎ 市内の「小学校、中学校」が行う福祉教育活動への助成
◎ 市内に 11 ヶ所ある「宅老所」への運営助成
◎ 桑名市障害者団体連絡協議会など市内障害者団体への運営助成
◎ 桑名市災害ボランティアセンターの基盤整備（備品購入など）　など
　 詳しくは「赤い羽根データベースはねっと」よりご覧いただけます。

「赤い羽根共同募金運動」にご協力をお願いします

事業報告

● ヒップ株式会社　様　　　　　　● 株式会社ほくせい　愛灯館　様
● 渡辺歌謡教室　様　　　　　　　● 桑名三重信用金庫　様
● マルキュウ製麺所　様　　　　　● 桑名ライオンズクラブ　様
● 明治安田生命桑名南営業所　様
● 昭和 25 年長島中学校卒業生「鐘の鳴る丘同窓会」　代表　加藤　治　様
● ユニー株式会社“小さな善意で大きな愛の輪”運動　アピタ桑名店
　 店長　石原　清文　様
● 匿名 2 名　様

善意のご寄付ありがとうございます。（6/１～ 8/31）

決　算

Webは
こちらから

令和３年度（第17回）
桑名市社会福祉大会について
　新型コロナウイルス感染症の
感染拡大防止のため、前年度に
続き、本年度も記念講演は行わ
ず、顕彰のみの実施とさせてい
ただくため、一般の方はご参加
できません。ご理解いただきま
すようお願いします。


